
結
果
で
あ
ら
う
。
上
流
の
墓
に
青
磁
の
瓶
子
が
用
ひ
ら
れ

た
の
も
賢
覧
そ
れ
が
爲
で
あ
ら
う
。
け
れ
ご
も
前
述
の
後

嵯
蛾
天
皇
の
銀
器
の
如
き
綱
も
あ
る
か
ら
、
特
製
の
面
骨

器
の
あ
っ
π
こ
ご
も
亦
事
解
に
相
違
な
い
。
前
述
の
建
武

．
ご
年
在
銘
の
石
の
骨
壼
の
如
き
は
立
涙
に
同
質
の
藥
籠
號

が
あ
る
。
蓋
に
就
い
て
更
に
珍
し
い
例
を
い
へ
ば
．
前
記

の
鎌
倉
大
谷
戸
に
於
て
は
骨
壼
の
ロ
部
を
態
ご
地
羅
線
上

に
籍
し
、
五
輪
塔
の
地
響
の
底
面
の
中
央
を
凹
面
に
翻
り

取
っ
て
、
そ
れ
で
以
て
號
こ
し
柁
の
も
あ
る
こ
い
ふ
○

五
言
詩
嚢
生
の
時
期
に
物
す
る
疑
問

◎

丈
學
士
鈴
木
虎
雄

　
　
　
閥
　
主
．
　
旨

　
支
那
の
五
言
詩
は
通
例
前
漢
の
枚
乗
、
李
陵
、
蘇
武
等

の
作
よ
り
出
づ
こ
せ
ら
る
（
．
即
ち
筆
者
　
〈
西
紀
前
一
五
六

」
一
四
一
）
武
帝
（
西
紀
世
一
四
〇
一
八
七
）
の
時
代
に

登
生
し
π
り
こ
せ
ら
る
、
も
の
な
り
。
然
乃
に
此
説
は
遽

か
に
信
じ
難
し
○
其
理
曲
は
約
し
て
三
こ
す
O
第
π
始

と
せ
ら
る
》
五
言
詩
の
出
で
去
り
し
本
原
確
か
な
ら
ざ
る

こ
ご
Q
第
二
、
五
言
詩
の
獲
逮
の
穫
路
不
明
な
る
こ
ご
。

第
四
巻
　
研
究
　
五
書
詩
嚢
生
の
時
期
に
封
ず
る
疑
問

第
三
、
始
こ
せ
ら
る
、
五
言
詩
及
其
他
の
五
言
詩
に
關
す

る
記
載
の
更
傳
に
見
ね
ざ
る
こ
ご
○
是
な
り
。
以
下
順
次

に
之
を
説
明
す
べ
し
◎

　
　
　
職
㎜
　
理
　
　
　
由

　
　
　
　
　
第
一
、
始
こ
せ
ら
る
、
五
言
詩
の
出
で
來
り

　
　
　
　
　
　
　
　
し
本
原
確
か
な
ら
ざ
る
こ
ご

　
先
づ
枚
乗
の
詩
こ
し
て
之
を
録
す
る
も
の
は
六
朝
、
梁

よ
り
陳
に
亘
り
て
生
存
せ
し
徐
陵
の
上
せ
る
『
玉
毫
新
詠

第
ご
號

五
九
　
（
二
ご
七
）



　
　
　
第
四
懸
　
研
究
　
五
言
詩
狡
生
の
時
期
に
鋤
ず
る
疑
問

集
』
に
し
て
其
懇
一
に
「
枚
乗
画
風
九
首
」
あ
り
∩
、
全
文

を
駕
し
て
其
起
句
に
よ
り
順
に
之
を
刻
す
れ
ば
、
一
、
西

北
有
高
縷
、
二
、
東
城
高
且
長
、
三
、
行
行
重
行
行
、
四

、
渉
江
一
朱
芙
蓉
、
五
、
寵
塁
宮
河
陣
草
、
山
ハ
、
繭
…
若
生
血
膿
陽

、
七
、
庭
中
有
奇
論
、
八
、
逼
逼
牽
牛
星
、
九
、
明
月
何

鮫
絞
為
是
な
り
∩
．
李
陵
、
蘇
武
の
作
こ
し
て
始
て
之
を
録

す
・
も
の
量
の
藤
統
輔
の
『
交
蓮
』
に
し
て
其
憲
二

十
九
に
「
李
少
卿
輿
蘇
武
詩
三
首
」
及
「
蘇
予
卿
古
詩
四

首
」
あ
り
。
此
亦
各
其
起
句
に
よ
h
・
て
列
す
れ
ば
悔
懸
垂

の
詩
は
一
、
良
縫
不
再
棄
、
二
、
嘉
三
口
再
三
、
三
、
聴

手
上
河
梁
に
し
て
蘇
武
の
詩
は
一
、
骨
肉
縁
枝
葉
，
二
、

黄
鵠
一
蓮
別
、
三
、
結
髪
爲
夫
妻
、
四
、
燭
燭
農
朋
月
、

是
な
り
。
此
等
の
詩
は
徐
陵
、
薦
統
、
各
之
セ
枚
桑
、
李

陵
、
蘇
武
の
作
な
り
ご
信
・
じ
て
之
を
牧
録
せ
る
も
の
な
る

べ
し
。
樹
、
李
陵
に
起
し
て
蒲
統
は
『
文
選
』
の
序
中
中

に
、
退
集
落
簾
漁
在
郷
L
混
作
｝
。
姻
鷹
降
灘
礪
著
二
’

颪
梁
芝
範
響
瀦
霧
讐
五
言
。
劇
戦
。
こ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
ご
　
號
　
　
　
　
山
ハ
○
　
　
（
一
三
七
）

ひ
、
陵
の
作
を
以
て
四
言
ご
五
言
こ
の
分
界
こ
し
、
梁
の

鍾
際
も
亦
だ
『
詩
品
』
に
克
て
、
逮
漢
。
海
賦
始
著
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

言
重
目
。
こ
い
ひ
、
李
陵
を
以
て
五
言
詩
の
始
作
者
こ
な

　
　
　
㎜

せ
り
Q

此
に
由
て
之
を
観
れ
ば
五
言
詩
の
始
を
以
て
放
藻
、
季
陵

、
蘇
武
に
有
せ
し
む
る
こ
ご
は
梁
代
諸
人
の
説
に
し
て
後

世
亦
重
て
之
を
奉
季
る
も
の
な
り
○

　
右
に
謝
し
聴
講
が
紋
、
李
．
蘇
、
答
入
の
作
に
群
す
ご

い
ふ
直
接
の
反
讃
を
翠
ぐ
る
こ
蓬
は
難
〔
○
然
れ
ざ
も
先

づ　
　
　
ラ

　
　
　
イ
誌
代
諸
家
の
説
の
確
定
的
の
も
の
に
非
る
こ
ご

　
　
　
く

を
言
は
ん
。

枚
乗
の
作
に
つ
い
て
『
玉
壼
隠
ご
『
文
選
』
ご
は
譲
ハ
説
一

致
せ
す
。
前
掲
放
乗
の
作
中
「
薦
若
生
蘇
陽
」
を
除
け
る

八
首
は
『
交
選
』
之
を
「
無
名
民
古
詩
十
九
首
し
の
中
に

噛
せ
り
・
封
比
す
る
こ
ご
左
の
如
し
。



　
玉
盗
、
赦
梁
詩

一
当
西
北
山
回
尚
檎

二
も
東
城
高
言
長

三
、
行
行
重
三
行

四
、
渉
江
釆
芙
蓉

五
，
若
鷺
河
畔
草

究
適
樋
芸
域
春
陽

七
．
縫
二
軍
誉
樹

八
ポ
二
七
牽
牛
星

九
、
明
月
何
使
峡

右
の
癩
く
八
首
は
『
玉
壷
』

’
『
文
蓮
』
は
無
名
民
に
念
せ
し
め
セ
h
・
○

　
又
．
，
枚
。
乗
に
は
…
關
せ
ざ
る
も
『
文
選
』
障
む
る
所
の
｛
膣

古
詩
十
九
菅
」
の
中
，
粟
の
第
八
、
再
魯
孤
生
竹
、
の
一

篇
は
薫
統
の
鶯
敬
せ
し
劉
絹
は
其
薯
『
交
心
臓
龍
』
明
詩

篇
に
於
て
之
を
後
漢
の
雌
器
の
作
こ
せ
り
。

　
凡
そ
艶
く
甲
が
之
を
作
者
某
な
り
ご
説
く
に
、
殆
ご
同

じ
時
代
に
於
て
乙
が
之
を
作
者
不
朋
な
り
ご
説
く
は
其
時

代
に
於
て
該
作
者
を
次
す
る
に
足
る
確
讃
な
く
編
者
の
認

　
　
、
第
掴
巻
　
　
研
究
　
　
五
言
詩
資
生
の
時
期
に
勤
す
ろ
疑
問

　
丈
愚
無
名
氏
言
詩

宵
詩
纂
五
、

古
詩
第
十
ご
、

古
詩
第
一
、

古
詩
第
六
，

古
詩
第
ご
、

古
詩
簸
之

晶
三
翫
嘘
り
簿
》
　
』
、

諺
卜
い
舞
4
ノ

古
詩
一
十
一
、

古
詩
第
十
九
、

　
　
に
枚
乗
・
こ
明
認
せ
る
も
の
を

定
に
よ
り
て
作
者
の
名
を
題
ゼ
し
も
．
の
こ
見
る
の
外
な
き

な
り
○

　
次
に
李
陵
に
閥
し
て
言
は
ん
に
、
弓
隠
諸
人
は
李
陵
の
、

詩
な
る
も
の
を
何
の
書
に
擦
り
て
飯
匙
せ
る
か
。
本
集
あ

る
も
の
は
本
集
に
擦
る
べ
き
な
り
○
而
る
に
李
陵
の
集
な

る
も
の
は
『
漢
書
』
の
猷
翠
文
志
之
を
載
せ
す
6
『
笹
書
』
経

辮
志
に
至
う
て
始
て
「
漢
騎
都
尉
李
悪
目
二
四
」
な
る
も

の
を
記
す
G
此
集
の
如
何
な
る
も
の
な
る
や
固
よ
り
朋
な

ら
ざ
る
も
後
に
説
く
所
の
如
く
、
恐
く
は
齊
梁
ま
で
に
李

陵
の
作
ご
構
せ
ら
れ
し
も
の
、
堆
積
を
後
人
の
期
せ
し
も

の
に
止
ま
る
べ
し
。
若
し
然
う
こ
せ
ば
梁
人
は
弊
傳
稽
的

の
虚
妄
の
作
を
本
こ
し
て
之
を
採
用
せ
し
も
の
こ
見
ざ
る

可
ら
す
Q

　
次
に
蘇
武
の
作
に
つ
い
て
は
『
交
選
』
其
四
貢
を
牧
め

し
以
外
毒
謹
を
濡
す
○
賛
い
其
の
第
三
、
結
髪
爲
夫
妻
は

『
玉
豪
』
も
之
を
蔑
め
、
而
し
て
蘇
武
増
刷
妻
詩
こ
な
せ
り

此
一
首
は
『
文
選
』
、
『
玉
壼
』
二
書
の
一
致
盗
る
所
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
⊥
ハ
一
　
（
二
二
九
）



　
　
　
第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
五
嘗
詩
駿
生
の
時
期
に
鵠
一
・
る
総
構

が
故
に
之
を
僑
す
ε
い
ば
“
之
を
信
中
る
者
の
意
に
任
せ

ざ
る
を
得
す
静
溜
れ
ざ
も
扇
島
し
て
假
想
を
許
さ
し
め
ば

武
の
詩
も
信
ず
眠
き
よ
り
も
疑
ふ
可
き
多
し
。
・
《
は
次
の

理
由
【
に
よ
る
凸
．

　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
質
假
想
的
の
本
原

　
　
　
　
く
　
コ

　
今
日
脚
文
選
』
、
『
玉
壷
』
牧
め
し
も
の
以
外
に
擬
蘇
李

詩
な
る
も
の
多
く
傳
は
れ
り
○
例
へ
ば
『
修
文
殿
御
魔
』

『
古
文
苑
皐
蝶
蝿
慮
攣
灘
難
叉
猛
の
馨
に
よ

b
て
傳
は
れ
る
も
の
是
な
り
。
そ
の
冷
酷
の
年
代
は
定
め

が
元
き
も
一
般
に
は
魏
奮
聞
の
文
士
の
製
な
ら
ム
こ
せ
ら

る
○
叉
李
陵
に
つ
い
て
は
軍
に
句
こ
し
て
鳳
、
二
選
』
の
注

に
聚
薩
粒
食
」
こ
し
て
引
か
る
＼
も
の
往
往
之
あ
り
。

之
に
よ
り
て
見
る
に
齊
梁
よ
わ
唐
桑
に
か
け
て
は
蘇
李
の

作
に
類
似
せ
る
も
の
歎
多
あ
り
し
ご
嚇
せ
ら
る
Q
此
等
の

讐
今
冒
に
て
も
㎝
、
古
詩
＋
九
菖
を
合
す
れ
ば
四
＋
鯨

　
の
り
。
余
の
想
像
を
以
て
す
れ
ば
此
等
は
齊
梁
時
代
に

於
て
は
軍
に
「
古
詩
」
の
名
の
下
に
傳
は
り
し
に
雰
る
か
○

第
ご
臨

写ハ

j
　
　
（
壬
二
〇
）

鍾
蝶
の
『
詩
品
』
に

　
古
詩
。
其
膿
源
轟
於
國
風
り
陸
機
所
擬
十
四
首
い
…
…
：
：
：
其
外
「
虫

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
者
日
以
疎
」
四
十
五
首
u
…
…
…
…
懸
隠
難
是
建
山
串
、
曹
モ
所
製
。
（
跳
鮭
租

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
王
榮
を
い
ふ
）
「
客
從
一
方
來
」
、
「
橋
柚
垂
藥
實
」
亦
嬬
驚
麗
夷
り
人
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
一

　
寒
’
滅
し
訟
問
浩
出
日
猫
競
。
懇
土
八
。

こ
い
へ
り
ρ
謂
は
ゆ
る
「
帰
一
狩
」
は
『
文
選
』
股
む
る
斯

の
＋
九
首
、
『
玉
壷
噛
む
る
瓶
の
八
首
舗
甑
済
限

ら
す
更
に
慶
く
之
を
言
ふ
な
も
．
）
而
し
て
其
の
作
者
を
瞥

植
、
麦
の
徒
に
蒙
や
義
へ
る
釜
。
雛
羅
桜

動
脈
筋
碓
井
咽
ビ
鰍
北
国
礁
ゆ
藩
統
、
徐
陵
は
此
等
の
作
中
に
就

き
、
其
の
善
し
ご
信
ず
る
者
を
取
り
て
直
ち
に
之
を
李
陵

作
、
蘇
武
作
ご
適
せ
る
に
は
捗
る
か
Q

特
に
樂
府
題
に
於
て
ま
ぎ
ら
は
し
き
が
如
一
、
「
李
陵
詩
」

「，

h
武
詩
」
な
ざ
ビ
題
し
て
傳
へ
ら
る
＼
際
に
．
此
が
「
・
李

陵
、
蘇
武
の
作
れ
る
詩
」
　
の
意
義
な
る
や
、
「
李
陵
、
蘇

武
に
關
せ
る
事
實
を
詠
せ
る
詩
」
の
意
義
な
る
や
、
明
か

な
ら
ざ
る
霧
合
爵
か
ら
す
。
是
亦
誤
解
を
生
じ
易
き
所
な

臥
ソ
0



　
繭
代
唐
の
劉
知
幾
、
宋
の
蘇
戦
は
「
李
陵
答
蘇
武
書
」

の
単
作
な
る
を
疑
ひ
、
戦
は
併
せ
て
蘇
李
葉
影
作
ご
減
せ

ら
る
》
も
の
滋
潟
な
ら
ん
こ
ご
を
疑
へ
り
。
曰
く

　
　
劉
子
玄
漁
班
、
交
選
研
載
、
李
陵
與
蘇
武
書
、
非
西
漢
丈
Q
脳
加
齊
費
間
丈

曝
轄
鑛
蝦
輿
騰
武
贈
欠
．
五
障
・
、
．
亦
緩
人
戸
擬
，
麟

　
　
劉
づ
・
亙
風
見
T
…
書
風
涌
…
瓢
謡
丁
、

　
　
回
申
讃
玄
甲
㌔
摂
北
ハ
編
次
無
法
．
．
去
取
失
嘗
。
骨
梁
丈
鴛
衰
・
二
期
簾

　
就
三
選
卑
弱
、
寅
一
幅
、
斯
可
見
爽
Q
如
李
触
書
、
蘇
武
五
言
．
u
皆
総

　
　
．
蔀
不
能
鍵
、
、
（
志
林
）

　
　
，
附
鳶
三
選
に
職
煙
ぬ
る
弗
驚
武
腰
阿
い
驚
晶
就
に
蕊
ハ
果
・
し
て
李
陸
に
與
へ

　
　
・
レ
露
な
ろ
や
不
μ
酔
…
閃
正
写
ぜ
す
、
東
一
城
之
を
贈
物
R
ミ
い
へ
る
は
丈
溝
に
9

　
　
臨
し
て
は
疎
忽
の
欝
れ
る
や
免
れ
す
、
量
れ
ざ
も
脳
波
の
意
を
舵
ず

　
　
ミ
き
は
丈
蓬
及
其
弛
書
に
敢
む
る
熊
李
ド
臨
す
る
垂
薔
詩
を
廣
く
擬

　
　
鶴
の
作
こ
こ
で
、
論
ず
ろ
も
の
に
似
虞
り
¢

ご
○
是
實
に
薬
理
な
し
ご
せ
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
第
二
、
五
言
詩
畿
達
の
樫
路
不
朋
な
る
こ
ご

　
七
言
詩
登
建
の
種
路
を
尋
ぬ
る
に
楚
の
騒
賦
、
漢
初
の

歌
講
等
よ
り
讃
し
、
後
翠
黛
、
魏
初
に
形
騰
を
具
へ
、
晋

に
葦
り
て
漸
く
完
嘱
し
、
共
の
登
逮
は
徐
々
に
し
て
成
れ

b
。
然
る
に
景
、
武
の
際
枚
乗
、
蘇
、
李
の
作
の
如
き
も

第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
五
言
詩
慢
生
の
蒔
期
に
劉
す
る
疑
問

の
已
に
在
り
こ
せ
ば
五
言
詩
の
み
何
故
に
難
く
突
如
こ
し

て
褒
生
せ
る
か
○
欝
欝
、
蘇
、
李
の
作
ご
関
す
る
者
、
並
に

「
古
詩
」
の
類
は
要
覧
の
も
の
こ
し
て
は
除
り
に
形
式
が

整
齊
に
て
あ
り
過
ぐ
る
看
め
り
・

　
今
、
史
傳
蝶
る
聴
き
も
の
に
就
て
短
躯
よ
り
成
帝
時
代

（
西
紀
前
三
ニ
ー
七
）
ま
で
の
五
言
句
に
關
係
あ
る
歌
僻
を

求
む
る
に
野
暮
ら
猫
且
賑
々
だ
り
。
凡
そ
左
の
如
し
・

　
　
↓
湾
婁
曲
（
漢
窃
田
繊
の
門
人
に
禺
づ
）

　
　
。
較
⑲
一

　
蕎
里
誰
家
地
。
楽
敷
魂
一
肩
賢
懲
。
鬼
伯
一
何
相
催
凱
り
人
命
不
得
少

　
薬
嚢
↑
（
吉
今
注
，
樂
府
…
古
題
）

　
　
の
戚
夫
入
春
歌
（
呂
后
時
代
）

　
　
（

　
薦
竃
母
農
。
終
毒
筆
，
常
流
死
釜
、
糠
肇
嚢
・
鋒

　
熊
野
伽
如
。
（
漢
警
三
后
傳
）

　
　
ヨ
藁
容
夫
入
室
（
武
賢
覧
代
）

　
　
く

　
獲
紛
紛
分
箕
渠
。
瞥
貫
籍
分
亡
居
。
砥
求
死
子
分
。
妻
求
死
夫
・
菱
臨

　
諦
灘
陣
伽
・
浄
邪
撫
幽
恥
（
漢
害
燕
刺
再
再
侮
）

　
　
剛
李
延
年
歌
（
武
帝
時
代
）
　
　
　
　
　
　
　
．

第
ご
遠

山ハ

u二

@
（
二
三
一
）



第
脳
懸
　
　
研
　
究
　
　
五
言
詩
嚢
生
の
時
期
に
封
ず
ろ
疑
問

　
　
ゆ
　
ゆ
　

ゆ
　
　
お
　
の
　
　
　
　
ミ
　
　
ゆ
　

お
　

　
あ
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　

み
　

　
　
　
あ
　
　
　
お
　

の
　

ゆ
　
ゆ
　
　
ウ

　
北
方
有
佳
入
。
二
世
濾
薦
立
Q
一
轡
額
入
城
Q
悪
横
穴
人
山
。
寧
不
知

　
穣
鐡
輿
聯
関
伽
姦
鑛
・
（
漢
婁
美
人
傳
）

　
　
勧
皆
労
歌
（
宣
帝
時
驚
）

　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
　
　
ゆ

　
重
点
南
山
。
難
口
腔
不
治
、
、
種
一
頃
豆
。
落
面
欝
糞
。
入
生
行
樂
茸
い
須

　
静
臥
恥
静
『
（
漢
潜
腸
揮
褥
）

　
あ
　
ほ
エ
ル
く
む
ほ

　
　
幻
黄
蝶
蝋
腐
蕾
時
代
〉

　
　
ゆ
妊
㊨
⑩
Φ
　
＆
ε
㊥
⑲
　
魯
⑭
。
ゆ
尊
　
⑪
②
命
。
。
　
。
。
◎

　
零
樫
敗
…
野
田
・
群
口
概
善
人
Q
桂
樹
塞
丁
不
誤
り
葺
講
評
欝
ハ
鞭
Ω
故
・
愚
人

　
施
瀞
・
鍋
か
抽
伽
獅
・
漢
書
滋
行
憲
二

　
　
初
爲
勢
賞
鞭
成
帝
時
代
）

　
　
婁
較
⑫
一
竃
》
。
⑪
⑪
£
④
⑪
⑧
。
。
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
漢
書

　
安
鱒
毛
子
菟
。
三
嘆
少
年
患
い
生
聴
諒
｝
小
謹
い
結
骨
後
射
麗
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
団
坐
撫
、
死
、
縫
也
、
後
當
準
復
㌃
㌔

誌
等
を
見
る
ご
き
は
五
言
句
は
五
言
以
外
の
字
数
の
句
ご

闇
饗
し
て
用
ひ
ら
れ
し
も
の
多
し
○
歌
僻
の
騰
，
然
る
べ

き
な
り
◎
叉
五
言
句
の
み
よ
り
成
る
も
の
ご
雛
も
共
句
は

甚
だ
素
僕
解
し
て
原
始
酌
な
う
。
此
等
が
漸
次
に
精
錬
を

纏
て
少
く
も
前
漢
の
末
に
至
り
て
形
式
整
齊
な
る
者
が
現

は
る
》
な
ら
ば
自
然
な
る
種
路
を
歴
潤
る
も
の
ε
い
ふ
べ

第
二
號

ゐハ

ﾕ
　
　
（
ご
三
二
）

し
。
然
ら
ざ
れ
ば
放
冷
、
蘇
李
．
乃
至
「
古
誌
」
の
類
が

漢
初
に
在
る
こ
ご
は
如
何
に
し
て
も
突
褒
的
な
う
Q

　
突
登
す
る
こ
な
す
も
亦
よ
し
。
然
ら
ば
突
駿
す
る
だ
け

の
争
訟
な
か
る
可
ら
す
○
例
へ
ば
或
る
天
才
あ
り
て
か
》

る
あ
の
を
麹
遭
せ
り
ε
せ
ん
か
っ
放
，
蘇
、
李
等
を
か
〉

る
天
才
な
う
ご
言
は
ん
か
。
然
ら
ば
弼
故
．
に
か
》
る
特
定

の
天
才
の
作
の
み
傳
は
ら
て
其
時
よ
り
後
漢
中
葉
迄
二
百

除
年
の
聞
騰
彼
等
に
璽
ぐ
べ
き
作
家
の
作
を
だ
も
冤
ざ
る

か
．
陛
む
べ
し
ご
い
ふ
べ
し
ぴ

　
又
、
例
へ
ば
或
る
謡
曲
新
陣
し
て
之
に
催
か
さ
れ
て
五

言
な
る
新
詩
形
起
り
し
・
こ
せ
ん
か
．
、
武
帝
ば
樂
臆
を
趨
し

詩
歌
を
鑓
渤
せ
し
入
な
ら
○
茎
の
官
撰
の
作
お
る
郊
鷲
歌

謡
に
何
故
に
五
、
蒼
詩
を
見
ざ
る
か
っ
一
般
に
前
漢
の
樂
府

に
ば
五
言
詩
獄
き
は
何
ぞ
や
G

　
袖
型
に
於
て
も
早
言
、
四
言
亀
琴
歌
こ
し
て
4
3
七
需
も

は
有
れ
ざ
も
五
言
詩
無
し
。
　
な
　
　
　
　
　
　
・

　
叩
く
の
如
く
五
言
詩
あ
り
ε
の
風
潮
見
ね
ざ
る
時
代
に



孤
立
し
て
枚
、
蘇
、
李
．
「
古
詩
」
の
如
き
作
あ
る
は
奇
な

り
こ
い
ふ
べ
し
Q

　
　
　
　
第
三
、
始
こ
せ
ら
る
》
五
言
詩
及
其
他
の
五
言

　
　
　
　
　
誌
に
關
…
す
・
る
記
載
の
吏
憾
…
に
見
ね
ざ
る
こ
ご

　
次
に
転
乗
、
蘇
李
の
詩
の
如
き
名
作
あ
ら
ば
何
故
に
正

吏
叉
は
他
の
傳
記
に
其
事
が
記
載
せ
ら
れ
ざ
る
や
○
『
吏

童
，
『
漢
書
』
は
文
學
に
關
し
て
は
詳
細
な
る
記
載
を
逸

し
、
文
章
館
賦
、
・
酒
紅
藍
千
言
に
上
る
も
の
を
も
全
交
を

議
せ
る
も
の
妙
か
ら
す
。
宴
歌
譲
も
履
々
之
を
録
せ
り
。

固
よ
り
歴
史
は
文
學
の
総
集
に
は
覆
る
が
故
に
名
作
ご
難

文
作
者
の
各
篇
を
牧
む
る
の
要
は
之
な
き
も
、
少
く
も
其

事
が
五
言
詩
の
．
原
始
を
属
す
ご
い
ふ
如
き
關
係
あ
る
も
の

に
欝
し
て
は
或
る
一
篇
を
録
黙
る
か
、
少
く
も
其
人
が
五

言
詐
を
創
志
せ
軽
ぜ
の
記
事
を
鋏
む
も
可
な
ら
す
や
。

　
『
墨
書
』
は
放
爺
小
に
均
し
て

　
華
壇
梁
聾
馨
鵬
鍵
・
乗
馬
高
象
赦
覆
）

ご
言
へ
る
に
魍
ぎ
す
◎
『
史
記
』
は
李
延
年
に
熱
し
て
、
彼

　
　
　
第
葉
巻
　
研
究
　
五
言
詩
饗
生
の
時
期
に
罫
ず
る
疑
問

が
新
製
の
歌
詩
を
絃
に
上
せ
し
こ
ご
を
記
し
て
．

　
麺
年
蕪
鹸
。
鶏
塑
新
麗
。
而
上
方
興
天
地
祠
9
欲
造
樂
詩
，
歌
弦
之
り

　
延
年
善
承
意
。
弦
次
初
詩
り
（
恐
傘
傳
、
爽
膿
、
動
詩
、
即
新
逡
樂
章
）

ご
い
ひ
精
細
な
る
記
事
あ
り
。
而
し
て
著
者
ご
驕
係
深
き

李
陵
が
始
て
五
言
詩
を
作
れ
る
こ
ε
は
＝
言
も
せ
す
。
『
濾
㍗

書
』
は
蘇
武
傳
中
に
李
陵
が
海
上
に
酒
を
概
き
て
武
ご
別

る
、
ε
き
の
歌
を
録
し
て
曰
く

　
饗
二
黒
分
度
雪
幕
p
嬬
躯
幹
脅
奮
飼
到
り
路
第
羅
号
矢
刃
…
鑓
。
士
衆
滅

　
号
名
巳
陵
。
老
母
已
死
。
鑑
欲
報
恩
胱
安
慰
（
蘇
武
…
得
）

ε
o
而
し
て
陵
に
五
言
詩
あ
る
を
言
は
す
○
『
漢
書
』
亦
文

學
上
の
為
事
頗
る
精
細
な
り
。
例
へ
ば
枚
乗
の
肇
子
枚
皐

の
傳
に
皐
が
多
く
武
帝
の
爲
め
に
代
作
せ
る
こ
ε
を
記
し

或
は
叢
田
作
に
就
て
、
凡
可
思
者
百
二
十
驚
…
o
転
義
…
幾
戯
不

可
護
老
。
樹
数
十
篇
．
）
赦
皐
憾

ε
言
へ
る
如
き
、
又
東
方
朔
傳
に
於
て
朔
の
作
物
の
こ
ご

を
記
し
沈
る
後
に
苫
「
、
八
言
七
言
上
下
」
ざ
記
載
せ
る
如

き
是
な
り
◎
奮
灼
の
注
起
よ
れ
ば
是
、
　
「
八
言
七
書
詩
上

下
赫
篇
」
の
幾
な
り
こ
い
へ
h
・
Q
此
の
如
く
詳
密
な
る
記
載

第
二
號

六
五
　
　
（
二
謹
二
二
㌧



　
　
　
第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
五
言
詩
獲
生
の
疇
期
に
劉
す
る
難
事

を
回
す
歴
吏
家
が
彼
の
如
く
整
齊
な
る
五
言
詩
の
作
者
始

て
寓
現
せ
る
ご
き
に
當
り
て
其
の
し
篇
を
も
牧
冠
せ
す
、

巧
拙
の
事
實
あ
る
を
も
一
言
せ
ざ
る
は
怪
む
割
き
事
に
括

る
か
◎

　
以
上
は
三
乗
、
李
陵
．
蘇
武
の
作
ご
裕
せ
ら
る
、
五
言

詩
を
主
こ
し
て
ま
》
或
は
「
古
詩
」
に
言
及
し
て
疑
を
挿

め
る
も
の
な
り
○

　
　
　
羅
　
　
疑
問
の
　
野
山

　
王
蓮
疑
問
の
圭
旨
を
更
に
推
擬
す
る
ご
き
は
前
漢
の
五

書
詩
な
る
も
の
は
殆
ざ
全
部
疑
ふ
べ
き
も
の
こ
な
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ノ

　
砂
糖
渓
に
五
星
口
詩
あ
ら
こ
す
る
一
層
に
は
＝
既
述
の
枚
奨
》
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ラ
　
　
　
　
く

蘇
、
李
の
詩
ご
聡
せ
ら
る
》
も
の
二
古
詩
十
九
首
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

・
て
毅
豊
作
ご
戯
せ
ら
る
、
も
の
、
こ
、
後
漢
人
の
作
ご
号
せ

ら
る
＼
も
の
．
ご
を
省
き
だ
る
穫
除
の
詩
、
三
武
帝
時
代
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
び
ノ

馬
癩
如
の
妻
卓
仁
君
の
作
ご
羅
せ
ら
る
》
「
白
頭
吟
」
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
へ

戒
帝
時
代
班
捷
好
の
作
ご
樗
せ
ら
る
、
「
怨
歌
行
」
r
或
云

團
厩
瀞
、
怨
誹
）
．
等
存
在
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
ご
　
號
　
　
　
　
山
円
山
ハ
　
（
二
三
四
）

　
一
に
美
し
て
は
既
に
蓮
べ
把
り
。
　
　
　
　
　
　
・

くコ
に
於
て
古
詩
十
九
首
中
よ
り
枚
乗
作
ざ
霧
せ
ら
る
》
も

の
九
首
の
中
、
［
蘭
若
生
春
陽
」
を
除
き
移
る
八
首
を
、
そ

の
重
緩
せ
る
黙
に
よ
り
更
に
省
き
去
れ
ば
そ
の
除
は
十
一

首
な
り
。
此
の
十
一
首
中
に
て
夏
に

　
　
「
青
青
二
上
柏
」
灘
膳
舵
寒
雲
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉
艘
之
を
東
涯
僻

　
　
「
再
再
孤
生
竹
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毅
の
作
ε
す
、

　
　
「
駆
車
上
東
門
」
下
命
舵
議
醸
ゆ
稚

の
如
く
後
漢
に
擬
せ
ら
る
、
三
首
を
除
く
ご
き
は
其
鈴
は

古
詩
第
四
、
今
日
良
宴
曾
．
第
七
、
明
月
絞
夜
光
．
第
十

一
、
廻
車
駕
言
様
、
第
十
四
、
去
嘱
目
以
疎
、
第
十
五
、

生
年
不
溝
百
、
第
・
す
山
ハ
》
画
膿
一
事
止
威
云
暮
、
鱗
卿
十
七
も
孟
冬

寒
底
心
、
第
十
八
、
客
從
身
方
至
の
八
首
な
り
○

　
凡
そ
「
古
詩
」
、
「
時
弊
」
ご
幽
す
る
は
齊
梁
閣
の
人
士

が
年
忌
以
前
一
五
鷲
を
指
す
言
に
し
て
必
し
も
そ
れ
が
前

漢
の
作
な
り
ご
い
ふ
も
の
に
は
没
す
。
鄙
見
に
よ
れ
ば
已

に
言
へ
る
如
く
此
等
は
彼
の
作
者
年
代
不
㎜
明
の
詩
の
集
團



93

?
よ
り
逡
者
が
任
意
に
探
癒
せ
る
も
の
こ
嚇
す
も
の
な

る
を
以
で
饗
き
に
枚
乗
、
蘇
李
等
に
向
け
し
疑
問
は
此
等

に
饗
し
て
も
向
け
ら
る
》
も
の
な
り
。
π
や
此
中
に
つ
き

特
に
前
漢
の
作
な
り
ご
主
張
せ
ら
る
》
作
に
つ
い
て
は
一

言
せ
ざ
る
を
得
す
○

　
第
七
明
月
絞
便
光
の
詩
篇
の
前
段
に
万
慮
指
孟
冬
の
句

あ
う
、
後
に
秋
毫
鳴
樹
聞
の
句
あ
り
。
悪
善
の
注
に

　
　
北
斗
七
星
、
弗
玉
日
影
衡
“
瓢
衛
子
日
。
孟
秋
之
月
し
拓
鵜
詣
申
、
」

　
　
遥
漢
之
鑑
冬
，
舞
夏
之
孟
冬
桑
、
若
書
墨
壷
融
＋
三
目
糊
ギ
駁
以

　
　
十
月
偽
戯
首
、
－
灘
之
孟
冬
い
今
之
長
刀
寂
り
」

ご
あ
払
で
清
の
何
並
置
此
詩
を
評
し
て
曰
く

　
　
轟
、
撃
太
和
以
蔀
高
額
号
い

ご
、
∴
騰
の
購
若
藤
亦
悪
く

　
　
漢
古
詩
り
明
月
膜
鞭
光
一
篇
、
い
玉
衡
指
頭
冬
。
漢
以
十
月
爲
歳
蒼
。
既

　
　
孟
冬
乃
建
串
之
月
。
指
改
時
言
言
む
下
丈
秋
蝉
鳴
樹
間
．
欝
明
籔
盤
。

　
故
以
不
改
岩
言
，
（
王
士
祓
居
易
舘
…
、
帯
纏
堂
詩
詣
巻
十
三
典
畜
類
引
写
）

ご
。
李
善
以
下
の
諸
家
、
暦
時
ご
画
塾
ご
を
匿
別
す
る
を

膿
む
○
詩
中
若
し
十
二
支
の
方
位
を
示
す
あ
．
ら
は
此
面
別

　
　
　
第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
五
言
詩
慢
生
の
時
期
に
謝
す
ろ
疑
問

も
必
要
な
ら
ん
。
慮
れ
ざ
も
詩
の
本
文
の
み
を
慮
心
に
見

る
ご
き
何
に
よ
り
て
孟
冬
は
暦
法
上
の
孟
多
に
し
て
實
際

季
節
上
の
滅
多
に
曲
る
こ
ご
を
い
ひ
得
る
や
。
詩
に
て
は

玉
衡
が
孟
多
の
位
概
を
示
す
べ
き
方
位
を
指
し
π
り
こ
い

ふ
に
止
ま
る
。
そ
れ
ε
秋
輝
が
鳴
く
ざ
い
ふ
こ
ご
》
必
し

も
矛
盾
す
べ
き
も
の
に
曝
す
、
初
冬
ご
秋
晩
ご
實
候
に
於

て
相
接
す
る
は
由
な
し
○
之
に
よ
り
て
暦
法
を
一
誤
回
し
て

定
め
て
太
初
以
前
の
作
こ
な
す
べ
き
や
否
。

　
　
附
託
。
蘇
武
詩
弟
酔
、
燭
燭
蕊
明
月
、
の
中
の
寒
冬
十
二
月
。
農
起
践

　
　
嚴
鋸
u
の
下
の
杢
造
注
に
も
漢
書
武
帝
太
勧
元
年
。
改
從
夏
正
り
既

　
　
或
改
一
止
ナ
～
後
也
し
　
の
・
甑
照
あ
》
り
。
駄
疋
亦
稲
川
黒
蟻
る
を
用
〔
ひ
ざ
ろ
べ
・
し
い

　
　
但
、
余
は
癖
荘
の
智
論
に
昧
・
し
諸
詩
衛
の
意
F
よ
り
て
必
ず
太
初
以
前

　
以
臓
を
定
む
る
を
得
ば
藍
蜜
に
余
か
疑
を
。
て
氷
鐸
ゼ
し
む
ろ
も
の
な

　
り
・
冷
物
蓬
識
の
高
歌
を
抑
ぐ
所
以
な
り
。

　
『
宋
書
…
』
樂
士
蹴
に
載
す
る
駈
の
大
曲
の
中
に
古
慰
M
「
西
撫
門

行
」
　
一
驚
あ
り
。
〆
其
讐
に
曰
く
、

　
幽
西
門
し
渉
念
之
。
今
日
不
作
樂
。
常
得
網
時
。
（
一
解
、
）
夫
爲
楽
，

　
　
も
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
む
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
　
り

　
爲
球
茎
及
時
。
自
判
坐
愁
彿
罷
。
當
六
呂
叢
。
（
二
解
）
ハ
欽
定
典
考
読
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
購
腿
　
　
　
　
山
ハ
七
　
　
（
ご
三
五
）



第
四
巻
　
研
究
　
五
嘗
詩
黎
巫
の
時
期
に
劉
す
る
蚕
豆

　
　
　
　
　
　
む

　
　
一
本
復
．
丁
有
徳
脚
ず
）

　
　
鋤
、
、
醇
酒
。
灸
麗
牛
e
縞
呼
心
所
歎
。
可
用
解
愁
憂
。
（
三
囲
）

　
　
却
齢
掬
灘
強
・
静
換
恥
齢
磨
葡
鼠
壁
櫛
蜘
。
伽
茄
無
燐
阿
り
（
四
解
）

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
ゆ

　
　
霞
非
仙
入
王
子
喬
。
計
會
加
撃
難
與
期
e
（
五
解
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
み
、
窺
簸
非
恥
凱
駕
馴
O
掘
－
命
｛
女
可
期
O
含
隅
購
…
愛
惜
｝
盟
O
鵡
爆
楡
岬
後
柵
隔
喘
ろ
（
山
ハ
解
）

　
　
へ
宋
警
巻
廿
一
樂
志
）

ご
9
古
詩
十
九
首
の
第
十
五
、
「
生
年
不
満
百
」
篇
に
曰
く

　
　
止
年
不
海
百
。
常
三
千
歳
憂
、
書
二
等
団
長
u
箔
不
乗
燭
港
G
謙
譲
當

　
　
隈
時
。
斜
能
待
來
戴
、
）
愚
者
愛
惜
嚢
∪
佃
欝
後
世
瞳
。
仙
入
王
子
喬
、
。

　
　
蕉
ヴ
活
争
闘
Q

　
　
壁
賑
’
　
珪
　
　
；
．
〃
幽
T
j
’

ご
。
演
の
併
進
貧
悪
坊
之
を
論
じ
て
曰
く

　
滋
養
長
短
平
作
五
言
〔
移
易
典
前
後
り
離
糠
匿
十
九
夏
中
（
摩
專
）
要
之

　
　
砦
患
丈
跨
楼
甲
講
學
出
船
手
也
e
（
朱
竹
撫
顎
書
玉
国
命
詠
後
）

ご
つ
長
．
短
句
を
裁
魏
し
て
五
言
詩
こ
な
せ
し
こ
ご
文
選
楼

諸
説
士
の
手
に
戒
り
し
ゃ
否
や
は
断
ず
可
ら
す
○
然
れ
．
ε

も
「
西
門
行
」
の
如
く
長
短
句
あ
る
も
の
が
古
き
形
式
に

し
て
五
言
詩
の
詩
形
整
ひ
し
時
期
に
於
て
或
者
が
之
を
五

言
句
を
以
て
一
貫
せ
し
め
し
も
の
な
る
べ
し
。
若
し
「
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
が
ご
　
號
　
　
　
　
ゐ
ハ
↓
八
　
　
（
一
ご
二
山
ハ
）

年
不
講
百
」
を
以
て
假
り
“
前
漢
の
作
こ
せ
ん
か
、
「
西

門
行
」
は
減
て
そ
れ
を
引
き
の
ば
せ
し
も
の
こ
せ
ざ
る
可

ら
す
。
是
、
詩
形
の
登
達
上
然
る
可
ら
す
ε
考
ふ
。

　
織
、
「
古
詐
」
の
交
學
上
の
便
値
に
議
し
で
書
は
ん
か
〇

十
九
首
中
に
講
書
の
作
あ
b
傅
毅
の
作
あ
り
ε
せ
ん
に
、

此
二
入
の
時
を
隔
つ
る
こ
ビ
ニ
百
二
十
年
許
、
其
問
詩
の

風
格
に
於
て
何
等
の
轄
移
な
し
ご
す
る
か
，
三
三
あ
る
も

之
を
知
る
能
は
す
ご
す
る
か
、
瀟
統
及
夕
汐
の
聴
識
を
疑

は
ざ
る
を
得
す
。
否
、
寧
ろ
十
九
首
な
る
も
の
は
其
の
詩

の
風
格
互
に
翻
近
き
も
の
あ
る
故
に
『
交
選
』
の
編
岩
も

之
を
合
併
せ
る
も
の
な
ら
ん
。
暫
し
て
鄙
見
に
て
は
之
を

後
漢
の
風
格
、
即
ち
後
れ
陀
る
時
期
の
風
選
に
引
き
つ
け

て
見
ん
ご
欲
す
る
も
の
な
り
。

　
　
　
ヘ
ノ
コ

　
次
は
三
白
頭
吟
、
『
玉
葉
』
澄
む
る
、
斯
の
古
樂
府
六
首
の

　
　
　
く

申
、
「
畦
如
由
上
書
し
は
左
の
如
し
。
作
者
を
言
は
す
O

　
　
購
前
馬
由
上
灘
二
作
乳
頭
吟
」

　
　
く

　
畷
伽
由
土
蓉
Q
臨
吹
著
璽
閲
月
の
聞
君
噌
4
1
爾
意
、
∪
敷
來
諭
帽
訣
絶
ら
」



5

　
今
日
斗
酒
曾
、
・
明
旦
溝
水
顛
。
曖
躁
御
溝
上
Q
溝
木
銃
西
流
。
」

　
屡
凄
復
凄
凄
。
嫁
引
不
須
瞭
。
願
十
一
心
入
。
白
頼
不
相
離
。
」

　
竹
竿
嘱
時
鳥
。
魚
尾
側
葎
罷
Q
男
児
重
意
氣
G
側
用
銭
刀
欝
，
い
」

『
宋
書
』
樂
志
の
大
曲
に
黙
せ
る
古
僻
「
白
頭
吟
」
は
左

の
如
し
○

　
　
　

　
　
乙
古
盤
白
頭
吟

　
燈
蝋
山
上
町
。
嘆
望
月
客
月
。
細
君
有
雨
意
。
故
來
佃
訣
絶
、
し
ハ
一
解
）

　
挙
愈
典
城
中
。
何
嘗
斗
瓢
曾
。
廿
日
聾
酒
會
。
明
旦
溝
水
頭
。
瞭
欝
欝

　
激
上
η
溝
水
東
西
流
。
（
二
型
）

　
郭
褒
亦
有
樵
・
郭
西
亦
有
樵
、
甑
樵
相
知
ハ
．
無
親
爲
誰
驕
。
（
三
解
）

　
凄
凄
電
凄
O
。
嫁
引
亦
不
蹄
。
願
得
一
三
人
。
聡
頭
不
旧
離
。
（
四
解
）

　
竹
竿
輔
嬬
鰯
。
魚
尾
獅
旧
離
籏
。
男
晃
欲
相
知
。
日
用
鋭
刀
欝
。

　
麟
如
五
馬
轍
糞
。
州
上
高
十
赤
り
今
践
相
…
劉
樂
。
延
年
禺
歳
期
。
　
（
五

　
　
解
）

　
　
附
記
。
右
の
篇
第
五
解
意
義
明
が
な
ら
ざ
る
句
あ
り
、
暫
く
原
丈
に

　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
從
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
配
詩
集
』
蟻
に
此
二
篇
を
牧
め
岬
を
本
僻
、
に
を

替
樂
所
奏
こ
い
へ
も
b

　
　
　
レ

　
司
馬
相
如
が
茂
陵
の
人
の
女
を
聰
し
て
妾
ご
爲
さ
ん
ご

せ
し
ご
き
其
妻
養
鯉
震
が
「
白
頭
吟
」
を
作
り
て
邊
ら
絶

　
　
　
第
四
巻
　
　
研
究
　
　
五
言
詩
殺
岨
の
時
期
に
勤
で
る
疑
問

ち
た
り
、
こ
は
『
西
京
雑
記
』
の
説
な
る
が
其
事
に
「
白
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘱
し
の
歌
僻
の
何
な
る
か
を
言
は
ざ
れ
ば
甲
が
果
し
て
文

岩
の
原
作
な
る
や
は
浮
し
難
し
○
叉
、
詩
の
意
義
を
見
る

に
棄
婦
の
言
に
は
相
違
な
き
も
甲
の
第
四
鱗
の
如
き
、
糟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ミ

糠
の
妻
が
其
夫
の
將
に
富
家
の
女
を
納
れ
己
を
出
さ
ん
ご

す
る
を
怨
む
が
如
き
歌
あ
る
は
丈
鱈
の
事
情
ご
は
一
致
せ

す
。
之
を
交
碧
の
鳩
合
に
あ
て
ば
む
る
は
王
俗
塵
の
『
技

録
』
三
三
の
説
な
る
も
『
古
題
要
素
』
、
『
樂
麿
解
題
』
は

已
に
司
馬
相
如
，
文
部
云
云
を
コ
嘱
し
ご
し
て
掲
げ
起
り

必
ず
文
君
の
作
な
6
ε
は
輸
し
難
し
○

　
次
は
四
怨
歌
行
．
『
文
選
』
班
最
好
の
怨
歌
行
を
牧
め

　
　
　
く

『
玉
藁
』
亦
「
怨
詩
」
・
ε
し
て
之
を
牧
む
○
其
僻
に
曰
く

　
　
　
怨
順
行

　
　
新
裂
干
軌
素
。
岐
潔
如
霜
雪
。
裁
可
三
歎
扇
。
幾
遍
微
明
月
。
綴
入
君

　
　
懐
袖
。
動
揺
徽
風
威
e
常
勤
秋
館
垂
。
猿
風
葱
奨
熱
く
棄
摘
健
欝
中
。

　
　
恩
惰
申
甦
絶
嫉
（
裂
一
作
製
、
映
一
作
鮮
、
凍
風
風
字
一
作
鷹
、
）

『
玉
毫
』
は
之
に
小
序
を
題
し
て
曰
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
コ
　
つ

　
　
昔
漢
成
蘭
班
擁
録
¢
失
寵
）
供
養
癖
直
倍
営
。
乃
作
賦
自
傷
。
併
爲
怨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛
　
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
九
　
　
（
二
三
七
）



緊

■

　
　
　
第
四
巻
　
　
　
柳
姐
　
究
　
　
　
五
量
口
詩
狡
生
の
時
期
に
罰
す
ろ
器
皿
問

　
単
車
・

健
」
○
「
併
爲
怨
詩
一
首
」
ご
は
編
者
徐
陵
の
言
な
り
。
『
漢

書
』
外
戚
傳
を
見
る
に
捷
仔
退
庭
東
宮
○
作
賦
自
傷
悼
。
其

僻
…
日
6
．
ご
あ
り
て
賦
の
全
篇
を
載
せ
あ
る
も
「
併
せ
て
怨

誌
を
爲
と
る
」
芝
い
ふ
こ
ご
は
無
し
。
班
暴
論
は
素
謡
の

叔
母
に
し
て
班
固
の
大
叔
母
に
あ
論
る
入
な
り
。
此
の
怨

歌
行
の
如
き
作
あ
ら
ば
；
芝
に
及
び
て
も
然
る
べ
き
に

謝
す
や
G

　
叉
、
此
詩
を
其
の
意
義
よ
り
見
ん
に
成
奮
ご
同
点
を
僻

し
た
り
ε
傳
へ
ら
る
》
捷
好
の
人
格
に
魎
ふ
や
否
、
詩
は

一
時
の
情
を
い
ふ
ご
せ
ぱ
然
し
も
拘
泥
す
る
に
及
ば
ざ
れ

ご
も
少
し
一
霞
浮
の
氣
味
な
き
や
責
茎
蚤
王
の
半

値
よ
り
見
る
に
其
の
言
僻
美
し
く
哀
を
含
む
ご
錐
も
筆
力

に
至
て
は
三
三
甚
し
○
逡
庭
東
宮
賦
を
作
ら
し
ヵ
量
あ
る

擁
好
こ
し
て
は
大
に
簾
ら
ざ
る
な
り
。
忌
引
な
く
言
は
や

若
し
魏
代
曹
植
王
漿
の
徒
を
し
て
擬
せ
し
む
る
も
此
以
上

な
、
る
も
の
を
出
さ
ん
○
習
の
陸
機
翼
に
團
扇
の
こ
ご
を
言

　
　
　
　
　
　
　
　
紬
弟
口
無
　
　
　
　
七
〇
　
（
二
三
入
）

へ
る
を
以
て
見
れ
ば
此
、
蓋
し
魏
晋
間
丈
士
の
作
な
る
べ

し
O

　
以
上
、
作
者
を
當
て
籔
め
紀
る
作
は
疑
ふ
べ
き
こ
ど
此

の
如
く
作
者
の
當
て
笹
め
ら
れ
ざ
る
も
の
亦
之
を
前
漢
の

作
ご
断
定
す
可
ら
ざ
る
こ
ε
疑
…
糠
な
醇
。

　
此
に
劉
…
礁
鵬
が
出
返
く
已
に
　
齋
代
に
疑
へ
る
研
を
引
き
て
鄙

見
の
一
助
ご
聴
す
。
曰
く

　
β
前
略
）
蘂
成
帝
。
品
難
三
胃
縫
篇
。
朝
章
國
釆
。
亦
云
周
齢
q
而
僻
人

　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　

　
遣
翰
u
莫
見
覧
言
、
醗
以
李
陸
、
臣
籍
好
、
見
回
於
後
代
也
。
β
丈
心

　
離
龍
、
明
詩
曲
扁
）

ご
〇

　
　
　
四
　
徐
　
　
　
　
言

　
後
漢
の
初
に
於
て
斑
固
　
西
紀
三
・
二
一
九
二
）
の
詠
吏

詩
は
孝
女
提
榮
の
こ
ご
を
う
た
へ
る
が
爾
甚
質
直
蕉
り
○

三
口
左
の
如
し
○

　
　
詠
史
詩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
固

　
三
王
徳
彌
薄
。
惟
後
用
肉
鋼
。
太
倉
令
有
羅
。
鷲
遽
長
安
城
、
自
膿
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ご
　
む

　
無
子
Q
困
急
濁
筑
職
。
少
女
痛
覚
醤
。
花
者
不
石
生
。
上
書
詣
勲
、



ぐ

　
患
古
歌
難
鴫
。
憂
心
催
折
回
。
農
工
揚
激
聲
。
聖
母
孝
石
間
。
醐
然
感

　
蛮
憶
・
胃
男
三
士
債
。
不
如
一
縄
榮
。

班
固
の
大
才
を
以
て
し
て
此
の
防
ぎ
に
渦
ぎ
ざ
る
は
五
言

詩
の
風
築
だ
開
け
ざ
れ
ば
黛
。
簿
議
難
離
婦
雌

器
轟
饗
宴
等
田
つ
る
に
及
び
て
始
て
帰
一
轟
榛
然

ε
し
て
見
る
べ
し
。
鈴
蘭
、
傅
毅
を
標
準
こ
す
れ
ば
章
、

和
二
帝
の
頃
よ
り
五
言
詩
確
か
に
成
立
せ
り
。
煽
。
絶
鎚

蓉
安
帝
、
順
帝
欝
代
難
翫
潮
紅
逸
あ
り
。
王
逸

は
『
楚
僻
』
の
注
ご
、
「
九
思
」
ご
を
以
て
著
は
る
。
其
の

作
詩
は
一
も
傳
は
ら
す
。
而
る
に
『
後
漢
書
』
文
苑
傳
に

よ
れ
ば
王
逸
は
「
漢
詩
百
二
＋
三
篇
」
を
作
る
ご
禧
せ
ら

る
・
「
漢
詩
」
こ
い
ふ
は
蓋
し
樂
府
な
ご
に
公
用
せ
ら
れ
把

る
も
の
を
指
す
な
る
べ
く
、
公
用
さ
れ
し
が
故
に
作
者
ど

し
て
の
箇
人
名
亡
失
せ
る
な
る
べ
し
。
作
者
の
知
れ
ざ
る

　
「
古
詩
」
ご
講
ず
る
も
の
》
中
に
は
逸
の
作
が
存
す
る
に

は
非
る
か
。
枚
乗
其
他
の
作
ご
し
て
擬
せ
ら
る
、
作
申
に

は
其
内
容
、
債
値
よ
り
見
て
『
楚
僻
』
系
統
ご
考
へ
ら
る

　
　
　
第
四
奮
　
　
研
究
　
　
五
書
詩
獲
生
の
晧
期
に
劉
す
ろ
疑
雲

、
も
の
往
往
之
あ
り
。
叉
、
古
詩
、
蘇
武
詩
等
ご
呼
ば
る

、
も
の
は
樂
麟
ε
認
む
一
、
き
者
多
し
。

　
而
し
て
後
嘆
に
は
何
故
に
五
言
詩
が
成
立
せ
む
や
ご
言

は
や
二
様
の
考
へ
方
あ
り
．
、
歌
謡
等
に
難
論
さ
れ
し
五
言

句
が
純
輝
に
五
言
句
の
み
に
て
作
ら
る
、
様
に
な
り
し
ご

考
ふ
る
こ
ご
は
其
一
、
或
は
樂
府
に
う
た
は
る
、
儒
め
に

音
樂
に
臓
ふ
必
要
上
よ
り
し
て
之
を
必
要
こ
す
る
に
至
り

し
ご
考
ふ
る
こ
ご
は
其
二
、
な
り
。
こ
は
異
謎
支
那
の
轟
首

樂
を
運
試
的
に
説
明
す
る
二
者
に
就
き
て
質
す
所
あ
ら
ん

ど
欲
す
。

　
　
　
颪
概
　
　
　
揺

　
之
を
要
す
る
に
完
備
せ
る
五
言
誹
「
が
前
噛
漢
の
初
期
に
於

て
巳
に
存
在
す
ど
い
ふ
は
疑
ふ
べ
き
黙
多
し
G
五
言
詩
其

物
の
存
在
す
ら
も
疑
ふ
べ
し
〇
五
言
詩
は
後
玉
章
和
の
際

に
成
立
し
て
典
後
に
隆
盛
を
致
せ
り
．
・
・
す
る
こ
ご
事
實
な

ら
す
や
ご
考
ふ
○

第
二
號
　
　
　
七
一
　
（
二
三
九
）


